
います。

――従来の社会問題だと、例えば被告と原告というよ

うな当事者同士の問題でしたが、環境問題は、市民団

体や地域住民等これまでにない様々な分野の人が参画

してきて一緒に取り組んでいくイメージがあります。

ですから、これからの建設業界は環境のことをきち

んと理解する必要があるわけです。

では、「環境」とは何か。実は、環境とは、自然生

態系のことをいうのです。

自然生態系は、①太陽光線、②大気、③水、④土、

⑤野生生物という、人間が生きていくために必要不可
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「環境問題」を理解する企業・理解しない企業

――生態系や生物多様性の保全・再生という観点から

見た場合、従来の建設事業はそれを阻害したり対立す

るものと捉えられがちですが、地球環境問題が深刻化

していく中で建設産業は今後どのように考え、行動し

ていけば良いのでしょうか。

これからの建設業界のありようは、非常にはっきり

しています。それは、「環境問題とは何か」を理解で

きない企業は経営が成り立たなくなるということで

す。21世紀は 20世紀の延長線上にはありません。社
会が根底から変わり、現代は「環境」が最大・最重要

のテーマとなっています。逆に言うと、「環境問題と

は何か」をきちんと理解している企業には、やるべき

仕事が沢山あります。

その意味では、これからの建設業界と私どものよう

な環境NGOとが、建設事業の企画段階から実施段階

まで協同して動けば、社会が納得してくれる良い仕事

ができると思います。とかく 20世紀は、建設業界と
環境を守る団体は対立的な関係にありましたが、21世
紀はそうではありません。互いに協力し合い、共に働

くことによって、建設業界の市場は大きく開けると思
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